
５

第
百
一
条
第
五
項
の
規
定
は
、
第
三
項
の
確
認
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

６

特
定
高
度
技
能
研
修
機
関
の
管
理
者
は
、
法
第
百
二
十
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
百
十
六
条
第
一

項
後
段
の
規
定
に
よ
り
評
価
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
第
百
二
十
四
条
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
評

価
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

７

法
第
百
二
十
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
百
十
六
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
百
十
三
条
第

二
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
第
百
二
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
、
変
更
し
よ
う
と
す
る
事

項
及
び
変
更
の
理
由
と
す
る
。

８

第
百
二
条
第
二
項
、
第
百
三
条
及
び
第
百
四
条
の
規
定
は
、
法
第
百
二
十
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法

第
百
十
六
条
第
二
項
に
お
い
て
法
第
百
十
三
条
第
二
項
、
第
三
項
及
び
第
六
項
の
規
定
を
準
用
す
る
場
合
に
つ

い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
百
二
条
第
二
項
第
二
号
中
「
法
第
百
二
十
条
第
一
項
」
と
あ
る
の

は
「
第
百
六
条
第
三
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

９

特
定
高
度
技
能
研
修
機
関
の
指
定
に
係
る
業
務
に
新
た
に
従
事
す
る
医
師
は
、
第
百
一
条
第
一
項
か
ら
第
三

項
ま
で
の
規
定
の
例
に
よ
り
同
条
第
一
項
の
厚
生
労
働
大
臣
の
確
認
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合

に
お
い
て
、
当
該
特
定
高
度
技
能
研
修
機
関
の
開
設
者
は
、
当
該
確
認
を
受
け
た
旨
を
当
該
特
定
高
度
技
能
研

修
機
関
の
指
定
を
し
た
都
道
府
県
知
事
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
法
第
百
二
十
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
百
十
七
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
公
示
）

第
百
七
条

法
第
百
二
十
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
百
十
七
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
公
示
は
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
そ
の
他
の
適
切
な
方
法
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

（
新
設
）

（
確
認
の
事
務
に
係
る
委
託
）

第
百
八
条

法
第
百
二
十
一
条
第
二
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
は
、
診
療
に
関
す
る
学
識
経
験
者
の
団
体

と
す
る
。

（
新
設
）

（
労
働
時
間
短
縮
計
画
の
見
直
し
の
た
め
の
検
討
）

第
百
九
条

法
第
百
二
十
二
条
第
二
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
期
間
は
、
一
年
と
す
る
。

（
新
設
）

２

法
第
百
二
十
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
労
働
時
間
短
縮
計
画
（
法
第
百
十
三
条
第
二
項
に
規
定
す
る
労
働

時
間
短
縮
計
画
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）を
変
更
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
変
更
し
よ
う
と
す
る

事
項
及
び
変
更
の
理
由
を
記
載
し
た
書
類
に
変
更
後
の
労
働
時
間
短
縮
計
画
を
添
え
て
、
こ
れ
ら
を
当
該
特
定

労
務
管
理
対
象
機
関
の
所
在
地
の
都
道
府
県
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

法
第
百
二
十
二
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
労
働
時
間
短
縮
計
画
の
変
更
を
す
る
必
要
が
な
い
と
認
め
た
者

は
、
そ
の
旨
を
記
載
し
た
書
類
を
当
該
特
定
労
務
管
理
対
象
機
関
の
所
在
地
の
都
道
府
県
知
事
に
提
出
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

（
特
定
対
象
医
師
の
要
件
）

第
百
十
条

法
第
百
二
十
三
条
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
要
件
は
、
特
定
地
域
医
療
提
供
医
師
、
連
携

型
特
定
地
域
医
療
提
供
医
師
、
技
能
向
上
集
中
研
修
医
師
又
は
特
定
高
度
技
能
研
修
医
師
で
あ
つ
て
、
一
年
に

つ
い
て
時
間
外
・
休
日
労
働
時
間
が
九
百
六
十
時
間
を
超
え
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
者
で
あ
る
こ
と
と
す
る
。

（
新
設
）

（
法
第
百
二
十
三
条
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
業
務
の
開
始
）

第
百
十
一
条

法
第
百
二
十
三
条
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
業
務
の
開
始
（
第
百
十
三
条
、
第
百
十
四

条
第
二
項
及
び
第
百
十
七
条
第
一
項
に
お
い
て
単
に
「
業
務
の
開
始
」
と
い
う
。）は
、
事
前
に
予
定
さ
れ
た
業

務
の
開
始
と
す
る
。

（
新
設
）
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